
本

会

議

予

　

算

常
任
委
員
会

一
般
質
問

管
外
研
修

臨
時
会
報
告

本

会

議

予

　

算

常
任
委
員
会

一

般

質

問

特
別
委
員
会
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答　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事

業
、
介
護
予
防
事
業
、
図
書

館
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
で
行
っ
て

い
る
リ
ズ
ム
あ
そ
び
な
ど
市

が
示
す
事
業
の
ほ
か
、
自
主

的
に
行
う
事
業
の
提
案
も
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

施
設
が
効
果
的
に
使
え
る
よ

う
に
運
営
し
て
い
き
た
い
。

平
成
28
年
度
筑
後
市

一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
な
も
の
は
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
の
増

加
に
よ
り
不
足
す
る
扶
助
費

３
８
４
６
万
円
の
増
額
、
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
等
事
業
に
要
す
る
経
費

２
８
０
０
万
円
の
増
額
、
ま

た
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
山さ

ん

梔し

か窩
の
修
復
や
隣
接
地
に
展

示
、
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
備
え

た
受
付
、
案
内
施
設
等
を
整

備
す
る
た
め
の
事
業
費
６
７

２
３
万
円
等
。

問　

山
梔
窩
の
関
連
事
業
に

つ
い
て
、
金
額
の
内
訳
は
。

答　

山
梔
窩
の
修
復
費
は
１

１
２
３
万
円
、
北
側
に
建
設

問　

管
理
、
運
営
に
つ
い
て

指
定
管
理
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答　

29
年
度
に
一
部
開
業
す

る
が
、
当
面
は
業
務
委
託
に

よ
り
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

全
面
開
業
予
定
の
31
年
度
か

ら
は
指
定
管
理
に
よ
る
運
営

を
考
え
て
い
る
。

問　

指
定
管
理
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
団
体
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

答　

地
域
に
根
付
い
た
運
営

が
で
き
る
と
こ
ろ
に
お
願
い

し
た
い
。

問　

指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
際
、
市
か
ら
事
業
計
画
を

示
す
の
か
。

筑
後
市
北
部
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

旧
国
立
病
院
跡
地
に
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
る
「
筑
後
市
北
部
交

流
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
・
運

用
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
。

主
に
開
館
時
間
や
利
用
料
金

等
を
定
め
て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
に
は
避
難
施

設
等
と
し
て
、
ま
た
平
常
時

に
は
生
涯
学
習
推
進
の
拠
点
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
交
流

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

　

施
設
内
に
は
、
ホ
ー
ル
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
料

理
実
習
室
、
会
議
室
、
和
室

等
が
あ
り
、
中
央
公
民
館
（
サ

ン
コ
ア
）
同
様
、
市
民
の
学

習
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
利

用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に

は
、
マ
シ
ン
等
が
設
置
さ
れ
、

介
護
予
防
事
業
の
実
施
や
図

書
館
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
出

張
サ
ー
ビ
ス
）
等
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

予
定
の
受
付
、
案
内
施
設
に

３
６
０
０
万
円
、
そ
の
他
周

辺
の
改
修
費
等
。

問　

受
付
、
案
内
施
設
に
は

何
を
展
示
す
る
の
か
。

答　

山
梔
窩
で
謹
慎
生
活
を

送
り
、
門
弟
教
育
を
行
っ
た

真
木
和
泉
守
の
存
在
や
思
想
・

行
動
、
時
代
背
景
が
わ
か
る

よ
う
な
も
の
を
展
示
し
、
来

客
に
関
心
を
高
め
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
に
お
も
て
な
し
の
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
が
集
う
場
に
な
れ

ば
と
期
待
し
て
い
る
。

　3月定例会では、提案された 31議案（人事案件 3件含む）を原案どおり可決しました。
　平成31年度の全面開業に向け建設が進む「北部交流センター」は、今年度の一部開業に向
けて準備が進んでいます。大規模災害時の対応に加え、通常時は市民の生涯学習や健康づく
り、市民交流の拠点として活用が期待されます。
　29年度一般会計予算は、当初提出した議案を撤回、会期中に再提出されました。昨年に続
き過去最高の予算となりました。（詳細はP4～ P5に掲載しています）

災害時には避難 施設等として活用

平成29年

3月定例会
3月3日〜23日

主
な
議
案
と
質
疑

「
鉄
道
の
安
全
・
安
定
輸
送
」

及
び
「
地
域
を
支
え
る
鉄
道

の
発
展
」
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て
（
議
員
提
案
）

　

自
然
災
害
に
よ
り
発
生
す

る
鉄
道
施
設
・
設
備
の
被
害

か
ら
の
復
旧
に
向
け
た
支
援

の
拡
充
を
図
る
こ
と
や
脱
線

防
止
ガ
ー
ド
設
置
の
延
長
な

ど
、
鉄
道
防
災
・
予
防
保
全

の
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と
、

ま
た
駅
構
内
で
の
利
用
者
の

安
全
を
図
る
た
め
、
「
駅
無

人
化
（
ホ
ー
ム
を
含
む
）
」

を
回
避
す
る
た
め
の
支
援
を

図
る
こ
と
な
ど
を
、
国
に
対

し
要
望
し
た
。

副
市
長

　

西
田
正
治
（
前
津
）

　

田
村
貴
子
前
副
市
長
が
福

岡
県
へ
復
帰
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
西
田
正
治
氏
（
前
建

設
経
済
部
長
）
の
選
任
に
同

意
し
た
。

 「北部交流 センター」 
今年度一部オープン

意
見
書
案
１
件

人
権
擁
護
委
員

　

永
松
三
夫
（
徳
久
）

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

坂
本
好
教
（
折
地
）

（
敬
称
略
）

　

こ
の
他
、
最
終
日
に
議
長
・

副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
議
長
選
挙
、
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
新
議
長
・
副
議
長
・
監
査

委
員
の
あ
い
さ
つ
は
Ｐ
14
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

人
事
案
件
３
件（
同
意
）

新幹線筑後船小屋駅では、3月から
ホームが無人化となった 北部交流センター（イメージ図）

山梔窩に案内所を設置（水田地区）

3月で退任された田村前副市長
（退任式）

議案賛否一覧表 （※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。）

議案名 結果

大
藪
健
介

永
松
孝
信

馬
場
政
英

坂
井
久
子

松
竹
卓
生

辻

　義
満

村
上
博
昭

近
藤
佳
治

冨
安
伸
志

北
島
一
雄

貝
田
晴
義

山
下
秀
則

矢
加
部
茂
晴

中
富
正
徳

坂
本
好
教

田
中
親
彦

貝
田
義
博

弥
吉
治
一
郎

水路工事等受益者分担金徴収条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

平成29年度住宅新築資金等貸付特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ●

平成29年度下水道事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

平成29年度一般会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

※原口英喜議長は採決には加わりません。　○賛成　●反対


